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学
がくしゅうよう

習用iPad活
かつよう

用のルール（GIGAワークブック版
ばん

）

学
がくしゅうよう

習用iPadは、考
かんが

える力
ちから

をもっと伸
の

ばし、自
じ ぶ ん

分の考
かんが

えをしっかり伝
つた

えられるようになるための道
ど う ぐ

具です。

わからないことを調
しら

べたり、友
とも

だちと協
きょうりょく

力して課
か だ い

題を解
かいけつ

決したりしながら、新
あたら

しいことに挑
ちょうせん

戦する力
ちから

や工
く ふ う

夫する力
ちから

を育
そだ

てます。

ただの道
ど う ぐ

具ではなく、正
ただ

しく使
つか

おうとする気
き も

持ちが、学
まな

びを深
ふか

める第
だ い い っ ぽ

一歩です。

ルールを守
まも

りながら、知
ち し き

識を広
ひろ

げ、『安
あんしん

心・安
あんぜん

全・快
かいてき

適』に使
つか

えるように心
こころ

がけて、未
み ら い

来を描
えが

いていきましょう。

みんなが安
あんしん

心して使
つか

えるように、正
ただ

しい使
つか

い方
かた

を守
まも

りましょう。

ネットでの安
あんぜん

全な使
つか

い方
かた

を意
い し き

識しましょう。

毎
まいにちたいせつ

日大切に扱
あつか

い、いつも快
かいてき

適に使
つか

いましょう。

学
がくしゅうよう

習用iPadで学
まな

びの力
ちから

をつけよう！未
み ら い

来をつくる自
じ ぶ ん

分になろう！

ルール

１

ルール

2

ルール

3



III

みんなが安
あんしん

心して使
つか

えるように、正
ただ

しい使
つか

い方
かた

を守
まも

りましょう。

ネットでの安
あんぜん

全な使
つか

い方
かた

を意
い し き

識しましょう。

学
がくしゅうよう

習用iPad活
かつよう

用のルール（GIGAワークブック版
ばん

）

(1)学
がくしゅうよう

習用iPadはあなた専
せんよう

用

(1)大
たいせつ

切な情
じょうほう

報を守
まも

ろう

(2)使
つか

う場
ば し ょ

所を守
まも

ろう

(2)危
き け ん

険なサイトに近
ちか

づかない

もしもの時
とき

は相
そうだん

談

(3) 関
かんけい

係のない使
つか

い方
かた

はダメ

学
がくしゅうよう

習用iPadは、一
ひ と り

人ひとりに用
よ う い

意さ
れた大

たいせつ

切な道
ど う ぐ

具です。他
ほか

の人
ひと

のもの
を勝

か っ て

手に使
つか

ったり、自
じ ぶ ん

分のものを貸
か

したりしてはいけません。

名
な ま え

前、住
じゅうしょ

所、電
でんわばんごう

話番号、顔
かおじゃしん

写真など
の個

こじんじょうほう

人情報をインターネットに載
の

せ
てはいけません。

これらの情
じょうほう

報を守
まも

ることは、自
じ ぶ ん

分や
周
まわ

りの人
ひと

を守
まも

ることにつながりま
す。

友
とも

だちが安
あんしん

心して過
す

ごせるよう、次
つぎ

の場
ば し ょ

所では使
つか

わないでください。

□保
ほけんしつ

健室　　□トイレ

□更
こういしつ

衣室　　□プール

インターネットには正
ただ

しい情
じょうほう

報だけ
でなく、危

き け ん

険な内
ないよう

容もあります。怪
あや

しいサイトに入
はい

ってしまったら、す
ぐに先

せんせい

生や家
いえ

の人
ひと

に知
し

らせてくださ
い。

学
がくしゅうよう

習用iPadには「フィルタリング設
せってい

定」
がされています。

危
あぶ

ないサイトにアクセスするのを防
ふせ

ぐた
めの見

み ま も

守り機
き の う

能です。

見
み

たサイトを記
き ろ く

録として残
のこ

し、先
せんせい

生や
教
きょういくいいんかい

育委員会が問
もんだい

題への対
たいさく

策を練
ね

られるよ
うになっています。

学
がくしゅうよう

習用iPadは、みんなの学
まな

びをサ
ポートする大

たいせつ

切な道
ど う ぐ

具です。

ゲームをしたり、学
がくしゅう

習に関
かんけい

係のない
動
ど う が

画やサイト、SNSを見
み

たりするの
はやめましょう。

!

ルール

１

ルール

2

フィルタリング機
き の う

能
みんなの安

あんぜん

全を見
み ま も

守ります！



IV

学
がくしゅうよう

習用iPad活
かつよう

用のルール（GIGAワークブック版
ばん

）

毎
まいにちたいせつ

日大切に扱
あつか

い、いつも快
かいてき

適に使
つか

いましょう。

(1) 大
たいせつ

切に優
やさ

しく扱
あつか

おう (2) 夜
よるおそ

遅くには使
つか

わない

(3) 勝
か っ て

手に設
せってい

定を変
か

えない

友
とも

だちを大
たいせつ

切にするように、学
がくしゅう

習用
よう

iPadも大
たいせつ

切に使
つか

いましょう。

① 落
お

とさない・なくさない

動
うご

きながら使
つか

ったり、地
じ め ん

面や床
ゆか

に置
お

いたりせず、安
あんぜん

全に使
つか

うこと。

② 水
みず

や湿
し っ け

気はだめ

水
みず

をかけたり、濡
ぬ

れた手
て

で触
さわ

ったり
しないこと。

③ 暑
あつ

い場
ば し ょ

所は避
さ

ける

日
ひ ざ

差しの強
つよ

い場
ば し ょ

所や暖
だ ん ぼ う き ぐ

房器具の近
ちか

く
に置

お

かないこと。

④ やさしくタッチ

画
が め ん

面を硬
かた

いもので突
つ

いたり、磁
じしゃく

石を
つけたりはしないこと。

① 使
つか

い方
かた

について

☐ 家
いえ

でも学
がっこう

校と同
おな

じ気
き も

持ちで、しっか
り勉

べんきょう

強に使
つか

おう。

② 保
ほかんほうほう

管方法について

☐ 自
じ ぶ ん

分の部
へ や

屋ではなく、リビングなど
家
か ぞ く

族の目
め

が届
とど

くところに置
お

こう。

③ カメラ機
き の う

能について

☐ 人
ひと

や家
いえ

、持
も

ち物
もの

を撮
さつえい

影するときは、
必
かなら

ず許
き ょ か

可をもらおう。

④ 登
とうげこう

下校について

☐ ランドセルやカバンに入
い

れ、登
とうげこう

下校
中
ちゅう

は使
し よ う

用しません。

就
しゅうしん

寝の30分
ぷんまえ

前は使
し よ う

用を控
ひか

え、心
しんしん

身を
リラックスさせましょう。

使
し よ う じ か ん

用時間の目
め や す

安

小
しょうがっこうていがくねん

学校低学年　午
ご ご

後８時
じ こ ろ

頃まで

小
しょうがっこうちゅうがくねん

学校中学年　午
ご ご

後8時
じ

30分
ぷんころ

頃まで

小
しょうがっこうこうがくねん

学校高学年　午
ご ご

後９時
じ こ ろ

頃まで

中
ちゅうがっこう

学校　　　　午
ご ご

後10時
じ こ ろ

頃まで

① アプリはそのままに

勝
か っ て

手にアプリを入
い

れたり、消
け

したり
してはいけません。

② 「設
せってい

定」は触
さわ

らないで

設
せってい

定の変
へんこう

更が必
ひつよう

要な場
ば あ い

合は、必
かなら

ず
先
せんせい

生に相
そうだん

談しましょう。

ルール

3

ルールを守らないなど、故
こ い て き

意的な
設
せっていへんこう

定変更により生
しょう

じた不
ふ ぐ あ い

具合や紛
ふんしつ

失
があった場

ば あ い

合、ご家
か て い

庭に修
し ゅ う り ひ

理費を
請
せいきゅう

求することがあります。

!

持
も

ち帰
かえ

りチェックリスト
ご家

か て い

庭でも注
ちゅうい

意してください。



V

学
がくしゅうよう

習用iPad 故
こしょうじ

障時・紛
ふんしつじ

失時の対
たいおう

応マニュアル

１.故
こしょう

障したときの対
たいおう

応

３.家
いえ

に持
も

ち帰
かえ

ったときに、紛
ふんしつ

失・盗
とうなん

難が起きた場合の対
たいおう

応

２.見
み

つからないときの対
たいおう

応

（１）	学
がっこう

校で学
がくしゅうよう

習用iPadが故
こしょう

障して
いることに気

き

づいたら、すぐに先
せんせい

生
に伝

つた

えてください。

（２）	家
いえ

で故
こしょう

障に気
き

づいた場
ば あ い

合は、
次
つぎ

に学
がっこう

校へ行
い

く日
ひ

に先
せんせい

生に伝
つた

えてく
ださい。

手
てじゅん

順１　保
ほ ご し ゃ

護者が警
けいさつ

察に連
れんらく

絡します。（柏
かしわざきけいさつしょ

崎警察署　２１－０１１０）

学
がくしゅうよう

習用iPadの紛
ふんしつ

失について、①いつ　②どこで　③だれの（学
がっこうめい

校名、児
じ ど う せ い と め い

童生徒名）を
伝
つた

えてください。

手
てじゅん

順２　保
ほ ご し ゃ

護者が学
がっこう

校または市
しやくしょ

役所に連
れんらく

絡します。

① 学
がっこう

校が電
でんわたいおうじかんない

話対応時間内は、学
がっこう

校に連
れんらく

絡します。（学
がっこうでんわばんごう

校電話番号　　　　　　　　）

② 学
がっこう

校が電
でんわたいおうじかんがい

話対応時間外は、市
しやくしょ

役所に連
れんらく

絡します。（柏
かしわざきしやくしょ

崎市役所　２３－５１１１）

（１）	学
がっこう

校で気
き

づいたら、すぐに
先
せんせい

生に伝
つた

えて、どこで使
つか

ったかを思
おも

い出
だ

して一
いっしょ

緒に探
さが

しましょう。

（２）	家
いえ

で気
き

づいたら、すぐにお家
うち

の人
ひと

に伝
つた

えて、一
いっしょ

緒に探
さが

してもらい
ましょう。

整
せ い び

備チェックリスト
ご家

か て い

庭でも定
ていきてんけん

期点検に 
ご協

きょうりょく

力ください。

電話で伝
つた

える内
ないよう

容

① 「学
がくしゅうよう

習用iPadを紛
ふんしつ

失（盗
とうなん

難）したため、連
れんらく

絡しました。」 
② 「〇〇学

がっこう

校、〇学
がくねん

年、児
じ ど う せ い と め い

童生徒名〇〇〇〇、です。」

① 故
こしょう

障について

□ ガラス面
めん

の割
わ

れなど、深
ふか

い傷
きず

の有
う む

無

□ 本
ほんたい

体のボタン等
とう

の破
は そ ん

損の有
う む

無

□ キーボードや付
ふぞくひん

属品の傷
きず

や、ひび割
わ

れ
の有

う む

無

□ 本
ほんたい

体の反
はんのう

応の有
う む

無

② 紛
ふんしつ

失について

□ 充
じゅうでんよう

電用アダプタとケーブル*

□ スタイラスペンと充
じゅうでん

電コード*

□ イヤホンジャック変
へんかんよう

換用アダプタ*

□ タブレット本
ほんたい

体

＊学
がっこう

校で保
ほ か ん

管する場
ば あ い

合もあります。



VI

たんまつを使うときのしせい

II

けんこうチェック表
ひょう

たんまつを使
つか

うときのしせい

せ中
なか

をのばす

画
が め ん

面から
30 c

センチメートル

mい上
じょう

はなす

たんまつの下
した

には
何
なに

もおかない

かたむける

落
ら っ か

下しない
いちにおく

足
あし

をつける

深
ふか

くすわる

使い方
つか かた



VIIIII

けんこうチェック表
ひょう

使い方
つか かたたんまつを使

つか

うときのしせい

けんこうチェック表
ひょう

チェックこう目
もく

当
あ

てはまるものをえらびましょう 「いつも」や「ときどき」をえらんだ人
ひと

へ

目
め

の 

じょうたい

1 目
め

がつかれる。 □いつも □ときどき □ない ・ときどき目
め

をとじて、目
め

を休
やす

ませましょう。
・まばたきをするようにしましょう。
・し力

りょく

が落
お

ちた（前
まえ

より見
み

に 
くい）と感

かん

じたら、ほけん 
の先

せんせい

生やおうちの人
ひと

にそう 
だんしましょう。

2 目
め

がチカチカする。 □いつも □ときどき □ない

3 見
み

つめていると文
も じ

字や絵
え

が
だぶったり、ぼやけてくる。 □いつも □ときどき □ない

きん肉
にく

や

かんせつの

じょうたい

4 すわっているときに、せ中
なか

がい
たい。 □いつも □ときどき □ない ・体

かだら

をほぐすストレッチをしましょう。（かたを
回
まわ

す・くっしんをする・せのびをする）
・よいしせいで学

がくしゅう

習しましょう。
・しょうじょうがつらい時

とき

には、ほけんの先
せんせい

生や
おうちの人

ひと

にそう 
だんしましょう。

5 すわっているときに、こしがい
たい。 □いつも □ときどき □ない

6 かたがこる。 □いつも □ときどき □ない

7 うでがつかれる、いたみがある。 □いつも □ときどき □ない

ストレスの 

じょうたい

8 ねむれない。 □いつも □ときどき □ない ・ねる前
まえ

には、強
つよ

い光
ひかり

を出
だ

す電
でんし

子きき（ケータ
イ・スマホ・ダブレット・パソコンなど）を使

つか

わないようにしましょう。
・電

でんし

子きき（ケータイ・スマホ・タブレット・パ
ソコンなど）を使

つか

う時
じかん

間を少
すく

なくしましょう。
・しょうじょうがつらい時

とき

には、ほけんの先
せんせい

生や
おうちの人

ひと

にそうだんしましょう。

9 イライラする。 □いつも □ときどき □ない

10 集
しゅうちゅう

中できない。 □いつも □ときどき □ない



VIIIIV

たんまつそうさ じょうたつチェックひょう（1ねんせい）

たんまつそうさ じょうたつチェックひょう（1ねんせい)
できたら 〇 

No こうもく

1 じかんをまもってつかうことができる。

2 たんまつをつかうときのしせいにきをつけて、つかうことができる。

3 たんまつのでんげんをいれたり、きったりすることができる。

4 ホームがめんにもどることができる。

5 Wi-Fi (ワイファイ)をきったり、つないだりすることができる。

6 おわるときに、ひらいているアプリなどをしゅうりょうすることができる。

7 ファイルやデータをけして、せいりすることができる。

8 アプリなどをつかって、おえかきをすることができる。

9 てがきで、なまえをかくことができる。

10 キーボードで、なまえをにゅうりょくすることができる。

11 おんせいにゅうりょくで、ことばやぶんしょうをにゅうりょくすることができる。

12 たんまつで、せんせいにかだいをていしゅつすることができる。

13 カメラで しゃしんをとることが できる。

14 QR(キューアール)コードをよみとることが できる。

使い方
つか かた



IXV

たんまつそう作
さ

 上
じょう

たつチェック表
ひょう

（2年
ねんせい

生）使い方
つか かた

たんまつそう作
さ

 上
じょう

たつチェック表
ひょう

（2年
ねんせい

生)
できたら 〇 

No こうもく

1 時
じ か ん

間をまもってつかうことができる。

2 たんまつをつかうときのしせいに気
き

をつけて、つかうことができる。

3 自
じ ぶ ん

分のIDやパスワードをおぼえている。

4 画
が

めんの明
あか

るさをちょうせいすることができる。

5 音
おん

りょうをちょうせいすることができる。

6 時
と け い

計で、アラームをつかうことができる。

7 ひつようのないデータをけして、せい理
り

することができる。

8 キーボードをつかって、文
ぶん

しょうを入
にゅうりょく

力することができる。

9 メモをつかうことができる。

10 たんまつで、先
せんせい

生にかだいやてんぷファイルをてい出
しゅつ

することができる。

11 カメラで、どう画
が

をとることができる。

12 スクリーンショットをつかうことができる。

13 カメラでとったしゃしんやどう画
が

をへんしゅうすることができる。

たんまつそうさ じょうたつチェックひょう（1ねんせい）



XVI

たんまつそう作
さ

 上
じょう

たつチェック表
ひょう

（3年
ねんせい

生）

たんまつそう作
さ

 上
じょう

たつチェック表
ひょう

（3年
ねんせい

生) あてはまるものに〇 
◎…よくできた　　◯…できた

△…あまりできなかった　　×…できなかったNo こう目
もく

1 時
じかん

間を守
まも

って使
つか

うことができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

2 たんまつを使
つか

うときのしせいに気
き

をつけて、使
つか

うことができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

3 自
じぶん

分のI
アイディー

Dやパスワードをおぼえている。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

4 勉
べんきょう

強のためにアプリを使
つか

うことができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

5 マップ(地
ち ず

図)を使
つか

って、ひつようなことを調
しら

べることができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

6 ネットでけんさくをして、ひつようなことを調
しら

べることができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

7 ひつようなしりょうをいんさつすることができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

8 メモを使
つか

って、しりょうを作
つく

ることができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

9 月
つき

に1度
ど

、データを整
せいり

理することができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

10 ローマ字
じにゅうりょく

入力で、文
ぶんしょう

章を打
う

つことができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

11 カメラを使
つか

うときのマナーを知
し

っている。また、じっせんすることができる。 ◎ ・ ○ ・ △ ・ ×

使い方
つか かた


